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館区内の人口と世帯 (2月 1日 現在)

61,680人 29,896世帯
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ホームページは

大野北公民館

人
野
北
公
民
館
七
十
周
年

～
愛
さ
薇
て
地
域
と
共
に
～

記
憶
を
記
録
と
し
て
残
す
小
川
　
紳
夫

大
野
北
公
民
館
二
十
五
周
年
記
念
誌

「飛
翔
」
が
手
元
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
四
月
発
行
で
現
在
の
公

民
館
、
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
が
建
設

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
話
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

舘
盛
静
光
市
長
の
挨
拶
文
は
思
い
出

の
記

（造
っ
て
壊
し
て
ま
た
造
る
）
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
旧
兵
器
学
校
の
建

物
を
淵
野
辺
小
学
校
敷
地
内
へ
の
移
転

・

公
民
館
と
し
て
の
転
用
、
そ
の
後
の
取

り
壊
し
、
現
在
の
地
で
の
建
設
に
至
る

経
緯
を
大
野
北
出
張
所
長
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
当
事
者
の
言
葉
で
感
慨
深
く
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
大
野
北
地
区
は
急
激
に
変
貌
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
記
録
に

残
す
こ
と
の
重
要
性
が

「大
野
北
公
民

館
七
十
周
年
記
念
誌
」
編
集
会
議
で
も

確
認
さ
れ
、
対
象
や
時
期
を
広
げ
て

「地
域
誌
」
と
し
て
編
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
誌

「飛
翔
～
私
達
の
ま
ち
～
」

は
二
月
下
旬
発
行
予
定
で
す
。
大
野
北

公
民
館
窓
口
で
お
求
め
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
野
北
公
民
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
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2023.3.15 北 公 民 館 だ よ り 第 242号 (2)

令和4年度 相模原市公民館連絡協議会功労表彰

永年、公民館活動にご尽力いただいている次の2名のカ
が授与されました。おめでとうございます。

大橋 干景さん  (公民館運営協議会委員)
曲□ 信郎さん  (公民館運営協議会委員)

※五十音順 中央区の功労表彰者を代表して山□さんが授与される

瘍
鏃
|十莱
lC卜 ■ト

tl
′δヽ 霊

さ
不

塾

必
ず
役
立
つ
終
活
講
座

（全
４
回
）

１１
月
４
日
～
１１
月
２５
日

薩
野
京
子
さ
ん
の
自
主
企
画
で
、

相
続
、
葬
儀
、
埋
葬
、
生
前
整
理
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
、
終
活
は

遺
族
の
た
め
だ
け
で
な
く
自
分
自
身

の
た
め
に
も
な
る
、
自
分
自
身
の
死

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

残
さ
れ
た
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
お
話

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
講
義
内
容
が

分
か
り
や
す
か
っ
た
、
学
び
た
か
っ

た
以
上
の
事
が
習
得
で
き
た
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

参加者からは活発な発言や質問が

第1弾「人と人をつなぐ   第2弾「体のかたい人でも
『聴く力・訊く技術』」   大丈夫 !基本のヨガ」

凸仁M4月 21日 。28日 ・5 量画m5月 13日 ・6月 3日 ・
月12日 ・19日 (金)全 4回  10日 (土 )全 3回 午前10
午前10時～正午 哩卜磯3 時～正午 削睫M4月 18日
月24日 (金 )から公民館へ   (火 )から公民館ヘ

驀攀。量'驀驀警暴警驀罐。警驀驀暴警驀攀。か警驀奪軽警警驀罐ゆ警驀驀

下 りは慎重に

おの

(全 8回 )

令和 4年 11月 2日 から令和 5年 1月 18日 まで、 8
回に渡る講義や意見交換、見学等を通して、地元

(大野北地区)に関する学びを深めました。

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
健
康

ハ
イ
キ
ン
グ

１１
月
２７
日
（
日
）

奥
湯
河
原
天
照
山
、
自
雲
の
滝
、

も
み
じ
の
郷
を
巡
る
行
程
に
３３
人
が

参
加
。
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

行
き
の
バ
ス
の
休
憩
地
、
箱
根
の
大

観
峰
か
ら
雪
化
粧
を
し
た
富
士
山
が

見
え
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
出
発
点

の
天
照
山
バ
ス
停
に
到

着
し
た
あ
と
念
入
り
に

準
備
運
動
を
し
て
か
ら

山
を
下
り
て
い
き
ま
し

た
。
途
中
、
急
な
坂
や

狭
い
道
も
あ
り
ま
し
た
が
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
引
率
で
全
員
無
事
完
歩
。

滝
の
し
ぶ
き
や
美
し
い
紅
葉
の
景
色

に
心
も
体
も
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
ま
し

た
。・靱
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景
色
を
満
喫
！

心
も
体
も
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ

もみじ山で
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大野北公民館自主企画提案事業

♀籠鯨|`曇1仄|1雫蒲11撃容91
企画■:握彗してみま彗んが

大野北公民館では館区内の皆さんの知識 。技

能や日頃の学習成果を地域に還元する自主企画

提案事業「はやぶさ塾」を開催しています。開

設を希望する方は必ずご出席ください。
日  曇寺  ・1月 1 5!|(11) ■,自萌1 0日#から
会 場  311皆 小会議室 1
対 象 鈷|、■在住 。在勤 。在竿の個人、または

構成員の過半数が館区内|[在 |:‐i― ri:勤 `

在学する団体

事業開催期間 令和 5年110月 ～令1和 6年 3月
申し込み 不要(直接会場にお越しください)
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争畿鸞紗ととき

…擁驀鸞音輻なれ…

轟t 身
近
に
、
気
軽
に
、
音
楽
鑑
賞

ニ
ユ
ー
イ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

１
月

２１
日

（土

）
　

　

　

　

一一・・・一一一揚
一一一一一一≪

地
域
の
皆
さ
ん
に
長
年
親

イ
■
』

等
´

し
ま
れ
て
き
た
サ
ロ
ン
コ
ン
　
嗜
■
一■

サ
ー
ト
、
待
ち
に
待

っ
た
３
　
　
　
／

年
ぶ
り
の
開
催

で
す
。
実
行

委
員
さ
ん
が
早
春
ら
し
い
心

の
こ
も

っ
た
舞
台
を
手
作
り

で
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は

「相
模
原
で
よ
い

音
楽
を
き
く
会
」
の
メ
ン
バ
ー

４
人
を
お
迎
え
し
て
、
ヴ

ァ

イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、

マ

リ
ン
バ
、
ギ
タ
ー
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

の
も

の

器
の
は

楽
る
で

で
く
ら

の
て
な

な

つ
ト

奏
わ

一

演
伝
サ

の
に
ン

で
直

コ
す

前
が

ン
で

の
色

口
力

目
音
サ
魅

春
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
選

曲
、
演
奏
者
の
方
の
曲
ご
と

の
説
明
が
わ
か
り
や
す
く
、

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

楽
し
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「最
後
の

２
曲
　
『
こ
の
素
晴
ら
し
き
世

界
』
『
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
』
が
特
に
心
に
泌
み
た
」

「
コ
ロ
ナ
禍
で
心
に
し
み
る
や

さ
し
い
音
楽
を
き
か
せ
て
頂

き
、
と
て
も
い
や
さ
れ
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
素
敵
な
午
後
の
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

会場に響き渡る四重奏

オ
″
オ
/
/
/

#イJレミフェスタ2022#
点灯期間 12月 3日 (土 )～ 25日 (日 )

天使の電飾が新登場

を
使

っ
て

形
で
あ
る
正

し
た
。
講
師

‐２
月
３
日
（土
）
に
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
の
前
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
お

は
な
し
会
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

い
っ
ぱ
い
の
演
出
に
期
待
が
膨
ら
み
ま

す
。
午
後
５
時
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
す
る
と
公
民
館
が
青
い
光
に
包

ま
れ
、
辺
り
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
期
間
中
は
多
く
の
人
が
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
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ど
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た
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は
大
満
足
の
様
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子
で
い
出
来
上
が
う
■
セ
ツ
メ

■
を
た
事
ぞ
，
に
家
一ｔ
掃
ぢ
帰
，

は
青
少
年
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
　
て
い
き
ま
し
た
。

で
す
。
短
く
切
っ
た
ス
ト
ロ
ー
を
ひ

も
で
結
び
つ
け
た
り
＼
立
体
の

形
に
し
て
い
く
過
程
に
難
し
い
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冬の夜空に映えます !
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`

11月 26日 (土)に年末大掃除
が行われました。利用サークル協

議会の皆さんのおかげで公民館が

きれいになりました。寒い中、たくさんのご参

加ありがとうございました。

琴火圏から

なま|ま |ザが

やってきた I

12月 17日 (土 )、 秋田県男鹿市の伝統行
事 「なまはげ」のパフォーマンスが、ふちの

べ星援隊主催で行われました。怖い鬼のイメー

ジのなまはげですが、地元秋田では災いをは

らつて福をもたらす山の神の使いと言われて

います。

当日は本場の「なまはげ様」を見ようとい

う人で公民館の会場はいつぱい。大きな太鼓

の音とともに「泣く子はいねがあ～ !」 「怠

け者はいねがあ～ !」 と言いながら、包丁と

桶を持つたなまはげが練り歩くと、その迫力

に泣き出す子もいました。公民館のあとは、

淵野辺駅北ロデッキにも現れ、道ゆく人を楽

しませていました。
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「うおぉ～ !」 実は優しい「なまはげ様」

ム叫
ザ
　
心
の
晴
れ
の
日
貯
金
の
お
す

「
で
■
　
す
め
で
す
。

シス
，
■
」、
．

…

　

　

心
が
元
気
な
日
に
元
気

の
貯

金
を
し

て
お
く

の
で
す
．

用
意
し

て
お

く
、
作
ち

て
お
く
、
書

い
て
お
く
、

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
を
始
め
る
、

な
ど

で
す
ｃ

す
る
と
、
心
が
曇
り
の
日
や
雨

の
日
に

元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
好

き
な
本
を
買

っ
た
り
、
料
理

の
レ
シ
ピ

を
メ
モ
し
て
お
い
た
り

ｏ
ｏ
ｏ
ｃ

み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
心

の
晴
れ

の
日
貯

金
ふ
や
し
て
く
だ
さ
い
ね
ｃ

__ィヘ
｀ ま
―■・|ヘ

く`熟

公民館事業の問い合わせ・申込み

は月曜と祝日の翌日を除く

午前 9時～正午、午後 1時～5時

です。

休館日 :毎月第4月 曜日

大募集 !!

広報部員

地域の皆さんと公民館をつなぐ「北公

民館だより」を一緒に作つてくれる方を

大募集 しています。少 しでも興味のある

方はお気軽に窓口までお問い合わせくだ

さい。

次回の北公民館だよりは 6月 1日 発行予定です。都合により変更になる場合もありますのでご了承ください。

◇ことぶき学級準備委員募集◇
高齢者学級(ことぶき学級)の学習プログ

ラムの企画や運営に参加してみませんか。

大野北地区にお住まいの60歳以上の方
で、月|に12～ 3回の準備委員会に参加でき

る方をおイ寺ちしています:

応募は4月‐15日 (土 )|までに公民館ヘ

烙
畿̈
・・竃


